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【背景・目的】ウィスパリングギャラリーモード (WGM)において自然放射増幅光が発現するエ

ネルギー閾値 (ASE閾値) は一般的なスラブ型導波路における ASE閾値と比較して高い傾向があ

る[1][2]。この起源を調べるため、ASE 閾値の定式化を行い、計算から求めた ASE 閾値と実測か

ら求めた ASE閾値を比較した。 

【実験】フォトリソグラフィーを利用して、ガラス基板上に直径 3-20 m、高さ 5 mのガラスの

円筒を作製し、その上から青色レーザー分子である terfluoreneの薄膜を 300 nmの膜厚で蒸着成膜

することでWGM共振器を作製した。この共振器に 5 nsのNd:YAGパルスレーザー光 (355 nm) を

照射し、発光スペクトルを取得した。 

【結果・考察】励起光強度の増大に伴い、発光スペクトル (Fig. 2) の先鋭化が確認された。講演

では、ASE閾値の実測値と計算値を比較することで定式化の妥当性を示し、個々のパラメータの

計算からスラブ型導波路に比してWGM共振器で ASE閾値が高くなる原因を推定する。 
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Fig. 2. Photoluminescence spectra of the disk-shaped 

WGM microcavity. 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1. (a) White light interferometer image and (b) Luminescence 

image of WGM microcavities. 
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